
押す側だけでなく乗る側にもなってみて、

より安全な操作を考えます。

Kさんの車いすの各部分の名前の話を、

Mさん、TEさんとも真剣に聞いています。

この先は下り坂。お客さま役のFさんが転落

しないよう、速度に細心の注意が必要。TA

さん、ぎゅっと腕に力が入っていますね。


